
 

第
二
節 

林
業
と
狩
猟 

 

一 

林 

業 

(一) 

林
業
の
歴
史 

沖
永
良
部
島
は
、
森
林
面
積
が
尐
な
く
西
部
に
海
抜
二
百
四
十 

六
メ
ー
ト
ル
の
大
山
と
中
央
に
百
八
十
八
・
六
メ
ー
ト
ル
の
越 

山
、
单
に
竿
津
山
（
運
谷
山
）
が
わ
ず
か
に
そ
び
え
、
こ
れ
ら
を 

中
心
に
丘
陵
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。 

 

昭
和
五
十
八
年
三
月
末
に
お
け
る
本
町
の
山
林
は
二
百
七
十
四 

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
全
面
積
の
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。 

 

し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
天
然
性
琉
球
松
で
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル 

当
た
り
の
森
林
畜
積
も
五
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
と
貧
弱
で
あ
る
。 

こ
の
ほ
か
、
二
百
八
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル(

全
面
積
の
六
・
九
パ
ー 

セ
ン
ト
）
の
原
野
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
蘇
鉄

そ
て
つ

が
生
育
し
、
屋
敷 

      

る
。
大
山
な
る
所
有
地
は
、
後
竿
入
の
時
、
御
取
上
げ
に
な
っ 

た
と
の
事
で
あ
る
が
、
此
の
子
孫
は
杉
差
換
の
時
は
常
に
「
穁 

取
り
手
始
め
の
役
」
を
仰
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
或
る
年
、
大 

規
模
の
造
林
計
画
あ
り
、
上
下
平
川
よ
り
人
夫
を
出
し
て
諸
所 

方
々
に
差
付
を
な
し
た
が
中
々
の
苦
役
な
り
し
為
め
、
人
夫
共 

は
杉
の
親
を
う
ら
み
、
其
の
子
孫
た
る
穁
取
人
に
迫
害
を
加
え 

ん
と
し
た
事
が
あ
っ
た
と
の
話
で
あ
る
。 

 

嘉
永
以
前
、
杉
苗
の
繁
茂
せ
し
所
を
列
挙
す
れ
ば
、
内
城
島 

川 

○
下
城
溝
桁 

○
上
平
川
雪
取 

○
徳
時
山
田 

○
島
尻 

 

文
木 

大
杉
股
等
に
し
て
杉
林
と
し
て
立
派
な
も
の
で
し
た 

が
、
嘉
永
年
間
以
後
、
詰
役
仮
屋
其
他
共
有
作
造
に
使
用
の
た 

め
濫
伐
を
行
ひ
た
る
為
と
其
の
陰
樹
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て 

周
囲
の
雑
木
の
伐
採
せ
ら
れ
る
た
め
に
次
第
に
杉
苗
は
頽
廃
し 

て
了
っ
た
。
後
見
聞
役
淵
辺
仲
左
ヱ
門
、
大
に
造
林
に
心
を
用 

い
慶
応
二
年
寅
十
二
月
、
山
形
横
目
等
を
召
連
れ
て
杉
穁
を
手 

取
り
頽
廃
せ
し
所
に
十
分
挿
附
け
た
る
に
島
川
雪
取
溝
桁
等
は 

以
前
と
異
る
所
な
く
繁
茂
し
た
。 

 

（
注
） 

下
平
川
良
実
（
宅
地
は
部
落
前
面
道
路
下
辺
）
四 

代
前
の
祖
先
、
杉
穁
を
持
来
り
大
山
に
挿
植
せ
し
が
嚆
矢
に
し 

て
爾
来
諸
所
に
挿
植
繁
茂
、
島
中
至
処
の
鴻
益
と
な
り
し
か
ば 

の
防
風
林
と
合
わ
せ
て
緑
地
を
形
成
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本 

町
の
森
林
は
、
水
源
の
涵か

ん

養
や
農
作
物
の
保
護
、
自
然
景
観
の
保 

全
な
ど
二
次
的
公
益
性
が
強
い
。 

 

「
沖
永
良
部
島
郷
土
史
資
料
」
に
よ
る
と
、
藩
制
時
代
か
ら
森 

林
資
源
の
保
護
育
成
に
力
を
注
い
で
い
た
よ
う
で
あ
り
、
次
の
文 

が
そ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。 

 
 

「
杉
苗
の
伝
来 

 
 
 

（
武
山
宮
定
・
大
正
十
年
四
月
記
） 

 
 

杉
苗
伝
来
の
時
代
を
考
証
す
る
資
料
が
乏
し
い
た
め
明
確
に 

 

知
る
事
は
出
来
な
い
が
、
杉
苗
と
同
時
に
伝
来
し
た
鉢
植
の
銀 

 

杏
が
庭
園
に
移
植
さ
れ
て
明
治
十
五
年
頃
一
抱
え
程
も
成
長
し 

 

て
居
た
と
言
う
所
よ
り
推
察
す
れ
ば
そ
う
近
い
事
で
は
な
か
ろ 

う
。 

 
 

下
平
川
に
良
実
と
言
う
者
あ
り
、
鹿
児
島
よ
り
帰
国
の
折
杉 

 

苗
を
持
来
り
て
大
山
に
植
え
た
。
所
が
そ
の
結
果
甚
だ
良
好
に 

 

し
て
よ
く
繁
茂
し
た
の
で
、
人
々
伝
え
聞
き
、
そ
の
穁
を
取
り 

 

て
所
々
に
移
植
を
試
み
た
。
人
呼
ん
で
良
実
を
「
杉
の
親
」
と 

 
い
ふ
。 

 
 

そ
の
子
孫
は
、
こ
の
杉
の
功
に
よ
り
て
役
所
よ
り
も
優
遇
せ 

 

ら
れ
た
も
の
で
、
杉
の
親
よ
り
何
代
目
か
の
人
は
芦
清
良
水
窪 

 

の
溜
池
を
掘
り
、
其
の
功
に
よ
り
郷
士
格
を
頂
い
た
も
の
で
あ 

      

慶
応
年
間
項
掟
格
命
ぜ
ら
れ
公
益
御
免
と
な
る
。
当
時
良
実
は 

五
十
余
歳
大
正
年
間
の
杉
本
直
杉
の
祖
父
な
り
。」 

 
 

操
担
勁
氏
は
「
沖
永
良
部
島
沿
革
誌
私
稿
」
で
次
の
よ
う
に
述 

べ
て
い
る
。 

「 

慶
応
二
年
十
二
月
、
代
官
肝
付
郷
右
衛
門
代
見
聞
役
、
淵
辺 

 

仲
左
衛
門
山
方
横
目
等
列
伴
杉
穁
手
取
り
に
て
、
内
城
島
川
、 

 

下
城
溝
桁
樋
口
、
上
平
川
雪
取
、
徳
時
山
田
、
島
尻
文
木
俣
、 

 

大
杉
俣
等
へ
充
分
挿
付
、
最
も
発
端
は
下
平
川
中
政
（
後
姓
杉 

 

本
と
唱
す
）
四
代
前
の
祖
徳
之
島
よ
り
穁
を
取
り
寄
せ
大
山
へ 

挿
付
し
た
と
云
ふ
。
繭
平
繁
栄
せ
し
も
嘉
永
以
後
詰
役
仮
屋
共 

 

有
家
屋
造
作
方
に
伐
採
使
用
す
る
而
己
な
ら
ず
風
屛
と
な
る
雑 

 

木
伐
採
せ
ら
れ
し
為
、
裏
枯

う
ら
が
れ

と
な
り
自
然
衰
退
に
帰
せ
り
。
伊 

 

延
往
還
並
松
金
比
羅
社
殿
内
松
は
、
文
化
年
間
代
官
太
田
築
左 

 

衛
門
代
金
比
羅
通
並
松
は
、弘
化
年
間
代
官
和
田
平
太
代
附
役
、 

 

山
之
内
斉
之
進
励
植
付
、
以
上
松
木
は
文
久
よ
り
明
治
末
年
の 

 

間
風
災
の
為
め
枯
損
。」 

 

ま
た
当
時
の
山
林
盗
伐
に
対
す
る
処
罰
規
定
を
見
る
と
、
島
伊 

名
重
氏
は
「
維
新
前
に
於
け
る
本
島
之
刑
法
及
治
罪
並
に
民
事
訴 

訟
法
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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「
第
拾
壱
条
、
村
の
共
有
山
林
よ
り
樹
木
の
枝
を
盗
ま
れ
、
又
盗 

伐
せ
ら
れ
現
行
犯
者
を
取
押
へ
た
る
場
合
に
は
現
品
を
没
収
し 

其
上
後
日
の
盗
伐
を
押
へ
る
ま
で
其
の
山
林
の
保
護
を
命
じ
、 

樹
木
の
多
尐
に
依
り
刑
の
軽
重
を
論
じ
重
き
者
は
第
廿
参
条
の 

官
有
山
同
様
の
処
分
と
な
す
。 

第
弐
拾
参
条
、
山
方
横
目
は
官
有
山
よ
り
竹
木
を
盗
伐
し
た
者 

を
山
当
り
に
現
行
犯
押
え
ら
れ
た
る
時
は
現
品
を
没
収
し
、
且 

つ
次
ぎ
の
犯
罪
者
の
見
当
る
ま
で
其
山
全
部
の
保
護
を
命
じ
、 

罪
の
軽
重
に
よ
り
徴
役
に
服
せ
し
む
る
こ
と
を
得
。 

第
弐
拾
四
条
、
造
林
、
竹
木
の
植
付
方
及
び
保
護
上
に
関
し
人 

夫
を
使
用
し
む
る
こ
と
を
得
。」 

  

和
泊
町
は
森
林
が
尐
な
い
た
め
か
、
盗
伐
に
対
し
て
は
き
わ
め 

て
敏
感
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
藩
政
時
代
に
は
一
個
方
に
山
方
横 

目
二
名
、
山
番
二
名
を
置
き
総
勢
十
二
名
を
も
っ
て
三
個
方
を
受 

け
持
ち
、水
源
涵
養
林
、そ
の
他
の
取
り
締
ま
り
を
し
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
大
正
末
期
ま
で
当
該
林
地
の
立
木
育
成
保
護
の
た
め
、 

住
民
の
用
材
、
薪
材
、
枯
木
の
採
取
を
禁
じ
、
見
締
人
を
置
い
て 

監
視
さ
せ
た
。
見
締
人
に
は
そ
の
報
酬
と
し
て
枯
損
木
を
薪
木
と 

し
て
採
取
さ
せ
た
り
、部
落
内
の
夫
役
を
免
除
す
る
な
ど
の
ほ
か
、 

      

心
バ
シ
」
と
言
っ
て
、
戦
争
に
も
備
え
て
各
戸
一
本
ず
つ
は
必
ず 

ハ
シ
ゴ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
島
の
松
の
ほ
と
ん
ど
は
天
然
性
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、 

町
が
学
校
の
児
童
生
徒
に
集
め
さ
せ
た
種
子
を
買
い
上
げ
て
播ま

い 

た
も
の
も
あ
っ
た
。
播
き
方
は
、
マ
ツ
カ
サ
か
ら
種
子
を
取
り
出 

し
て
散
播

さ
ん
ぱ
ん

す
る
方
法
と
、
種
子
の
入
っ
て
い
る
マ
ツ
カ
サ
を
長
さ 

三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
竹
の
先
に
挟
ん
で
方
々
に
立
て
、
風
で
飛 

散
さ
せ
る
方
法
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

昭
和
二
十
七
年
、
当
時
の
有
川
実
一
産
業
課
長
が
越
山
の
杉
の 

実
態
調
査
を
し
た
が
、
な
ぜ
か
全
部
根
元
で
曲
が
っ
て
い
て
、
ま

っ
す
ぐ
に
伸
び
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

○
な
お
、
本
土
復
帰
後
の
昭
和
二
十
九
年
か
ら
は
、
復
興
、
振
興
、 

振
興
開
発
事
業
お
よ
び
一
般
造
林
事
業
で
植
栽
が
進
め
ら
れ
て
き 

た
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
農
地
開
発
が
進
み
、
森
林
面
積 

は
年
々
減
尐
し
て
い
る
。 

 

○
長
浜
の
モ
ク
マ
オ
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
海
岸
砂
地
造
林
事
業 

と
し
て
植
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
本
町
に
は
林
業
技
術 

者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
鹿
児
島
か
ら
高
崎
良
昭
氏
を
本
町
の
林 

地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
て
、
青
年
団
、
婦
人
会
が
そ
の
見
締 

ま
り
に
当
た
っ
た
場
合
に
は
報
酬
と
し
て
、
当
該
林
地
内
の
未
立 

木
地
に
カ
ヤ
か
桑
の
植
栽
を
許
可
し
、
そ
の
売
り
上
げ
代
金
は
お 

の
お
の
の
基
本
金
と
し
て
積
み
立
て
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
で
管
理 

育
成
し
た
。 

 

な
お
、
昭
和
元
年
以
降
は
村
予
算
に
村
有
林
見
締
人
手
当
を
計 

上
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
締
ま
り
区
域
を
区
分
し
て
見
締
ま
り
に
当 

た
ら
せ
た
。
盗
伐
者
は
最
近
ま
で
見
締
ま
り
人
に
よ
っ
て
役
場
に 

連
行
さ
れ
、
始
末
書
を
徴
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

内
城
、
池
田
内
義
氏
（
明
治
三
十
二
年
生
）
談 

 

越
山
に
明
治
初
期
に
植
え
た
と
思
わ
れ
る
根
回
り
二
メ
ー
ト
ル 

余
り
の
大
杉
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
本
土
の
人
で 

手
々
知
名
に
住
む
鈴
木
さ
ん
と
い
う
人
が
買
い
取
っ
て
本
土
へ
持 

ち
帰
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
昭
和
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
村
が 

徳
之
島
営
林
署
か
ら
、
イ
ジ
ュ
、
モ
ッ
コ
ク
の
苗
木
を
取
り
寄
せ

て
瀬
名
の
前
山
と
越
山
に
人
夫
を
雇
っ
て
植
え
た
。 

 

植
栽
予
定
地
の
雑
木
は
、
縄
を
張
っ
て
区
画
を
仕
切
り
薪
用
と 

し
て
一
般
に
競
売
し
た
。
同
じ
こ
ろ
、
ハ
シ
ゴ
用
材
と
し
て
杉
の 

競
売
も
し
た
が
値
段
は
一
本
一
円
五
十
銭
だ
っ
た
。
当
時
は
「
用 

      

業
技
手
と
し
て
迎
え
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
高
崎
氏
は
昭
和
三 

十
二
年
か
ら
三
十
九
年
ま
で
の
七
年
間
、
本
町
の
林
業
振
興
に
あ 

た
り
、
喜
美
留
の
笠
石
や
国
頭
の
砂し

な

葉は

の
不
毛
の
地
に
現
在
の
見 

事
な
モ
ク
マ
オ
林
を
育
て
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
モ
ク
マ
オ
が
育
つ
ま
で
は
、
海
岸
近
く
の
農
作
物
は 

台
風
時
の
塩
害
が
ひ
ど
く
、
手
々
知
名
な
ど
の
住
宅
、
墓
地
に
は 

砂
が
飛
来
し
、
墓
が
埋
ま
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
て
い
た
が
、
現 

在
で
は
こ
れ
が
、防
風
、防
潮
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

 

○
昭
和
四
十
一
年
の
農
業
構
造
改
善
事
業
を
皮
切
り
に
県
営
畑
総 
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事
業
や
農
家
個
々
に
よ
る
農
地
開
発
で
山
林
が
減
尐
し
、
台
風
や 

季
節
風
に
よ
る
被
害
が
出
て
い
る
。
こ
の
た
め
町
で
は
苗
木
の 

あ
っ
せ
ん
や
圃
場

ほ
じ
ょ
う

整
備
と
並
行
し
た
防
風
林
帯
の
設
置
を
呼
び 

か
け
て
い
る
。 

 

ま
た
緑
は
、
人
間
の
生
活
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
り
、
豊
か
な 

緑
を
守
り
育
て
る
た
め
昭
和
五
十
五
年
に
は
和
泊
町
自
然
環
境
保 

全
条
例
の
制
定
や
水
資
源
涵
養
林
の
指
定
を
し
、
ま
た
昭
和
五
十 

七
年
に
は
緑
化
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
和
泊
町
緑
の
尐
年
団 

を
結
成
し
た
。 

 

(二) 

森
林
の
い
ろ
い
ろ 

 

森
林
の
所
有
形
態
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

1 

町
有
林 

 

町
有
林
は
官
有
林
の
払
い
下
げ
に
よ
る
も
の
で
、
全
島
共
有
地 

か
ら
明
治
三
十
六
年
、
連
合
村
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
和
泊
村
ほ 

か
十
七
村
戸
長
へ
譲
渡
さ
れ
た
も
の
か
ら
な
っ
て
い
る
。 

 
内
城
、
根
折
、
西
原
、
手
々
知
名
、
和
泊
、
玉
城
、
永
峯
地
区 

の
山
林
は
明
治
四
十
四
年
国
有
林
払
い
下
げ
に
よ
る
も
の
で
国 

頭
、
畦
布
、
和
地
区
の
制
限
林
は
三
十
四
年
十
月
、
不
要
存
置
国 

有
林
払
い
下
げ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

      

2 

学
林
地 

 

学
童
の
勤
労
教
育
と
学
校
の
運
営
資
金
造
成
の
た
め
、
各
学
校 

は
学
林
地
（
町
有
）
を
持
ち
、
高
学
年
生
全
員
で
下
払
い
作
業
を 

す
る
な
ど
そ
の
保
護
育
成
に
当
た
り
、
終
戦
後
は
仮
校
舎
用
材
と 

し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
た
。
各
学
校
の
学
林
地
は
次
の
と
お
り
で 

あ
っ
た
。 

 

和
泊
校
区
―
名
川

ナ
ー
ゴ

山
（
上
手
々
知
名
） 

 

国
頭
校
区
―
宇
曽

ウ

ソ

山
（
喜
美
留
） 

 

大
城
校
区
―
大
城
下シ

ム

田ダ

山 

 

内
城
校
区
―
瀬
名
前メ

ー

山 

 

し
か
し
、
名
川
山
、
宇
曽
山
は
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
い
ま 

は
畑
に
な
っ
て
い
る
。 

3 

民
有
林 

 

鹿
児
島
大
学
農
学
部
、
山
添
精
三
氏
は
、
そ
の
著
「
奄
美
群
島 

に
お
け
る
林
野
制
度
の
研
究
(3)

」
で
、
沖
永
良
部
島
の
林
政
に
つ 

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「 

和
泊
町
の
森
林
所
有
者
は
総
戸
数
の
約
四
割
、
最
大
所
有
者 

 

は
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
で
、
平
均
面
積
は
〇
・
三
～
〇
・
四
ヘ 

 

ク
タ
ー
ル
で
規
模
が
零
細
で
あ
る
。
特
に
平
坦
地
帯
の
北
東
部 

 

と
山
間
地
帯
の
单
西
部
を
比
較
し
た
場
合
、
森
林
所
有
者
と
非 

186 
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表1 和泊町北東部、南西部部落別森林所有者と非所有者の割合（見込みによる） 

北東部部落 
割  合 

南西部部落 
割  合 

森林所有者 森林非所有者 森林所有者 森林非所有者 

和 泊 
和 

手 々 知 名 
上手々知名 
喜 美 留 
国 頭 
西 原 
出 花 
畦 布 
伊 延 

2 
4 
2 
3 
1 
1 
1 
2 
3 
3 

8 
6 
8 
7 
9 
9 
9 
8 
7 
7 

根 折 
玉 城 
大 城 
皆 川 
古 里 
内 城 
後 蘭 
谷 山 
仁 志 
永 嶺 
瀬 名 

5 
3 
6 
6 
5 
8 
6 
4 
5 
4 
7 

5 
7 
4 
4 
5 
2 
4 
6 
5 
6 
3 

表2 町有林の推移                           (単位：面積ha、材積㎥) 

 
総 計 

立 木 地 
竹 林 

無 立 木 地 

人口林 天然林 未立木地 更新困難地 

42年 
面 積 
材 積 

66.21 
6,175 

30.69 
1,368 

30.60 
4,807 

 
 

4.92 
 

 
 

47年 
面 積 
材 積 

64.41 
5,297 

34.76 
1,952 

29.27 
3,345 

 
 

 
 

0.58 
 

57年 
3月末 

面 積 
材 積 

59.61 
6,202 

25.65 
2,185 

29.2 
4,016 

 
 

 
 

4.76 
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表3 林野面積の推移 

 総 面 積 
林 野 

面 積 

国 有 林 民    有   林 総面積に 
対する林 
野面積の 
割    合 

林 野 庁 
所 管 

官 行 造 
林 地 

その 
他 

計 
針 葉 樹 広 葉 樹 

竹 林 
無 立 
木 地 

更 新 困 
難 地 

そ の 
他 

原 野 
採 草 地 

計 
人口林 天然林 人口林 天然林 

 

29年末 

30年度末 

31 〃 

32 〃 

33 〃 (ha) 

34 〃 

35 〃 

36 〃 

37 〃 

38年10月 

39年10月 

40年10月 

41年度末 

42 〃 

町 

 

4,148 

4,148 

4,148 

4,144 

4,144 

4,144 

4,144 

4,144 

4,144 

4,144 

4,144 

4,144 

4,144 

町 

 

528.12 

528.12 

528.12 

524 

524 

524 

541 

541 

541 

541 

541 

495 

495 

   町 

 

15.78 

― 

 

16 

16 

16 

― 

― 

町 

 

471.87 

 

 

468 

468 

468 

460 

460 

460 

460 

460 

420 

420 

町 

 

32.33 

 

 

32 

32 

32 

67 

67 

67 

67 

67 

54 

54 

町 

 

13 

  町 

 

8.01 

 

 

8 

8 

8 

14 

14 

14 

14 

14 

21 

21 

町 町 

 

512.34 

612.34 

512.34 

508 

508 

508 

541 

541 

541 

541 

541 

495 

495 

％ 

 

12.7 

12.7 

12.7 

12.7 

12.7 

12.7 

13,1 

13.1 

13.1 

13.1 

13.1 

12 

12 

43 〃 

44 〃 

45 〃 

46 〃 

47 〃 

48  

49  

50  

51年度末 

52 〃 

53 〃 

54 〃 

56 〃 

4,144 

4,144 

4,144 

4,144 

4,144 

 

 

 

4,117 

 

4,117 

4,117 

4,117 

495 

495 

495 

403 

404 

 

 

 

252 

 

252 

252 

274 

    50 

50 

50 

3 

3 

 

 

 

4 

4 

4 

4 

 4.7 

363 

363 

363 

326 

326 

 

 

 

183 

183 

183 

183 

 209.4 

38 

43 

43 

38 

38 

 

 

 

36 

36 

36 

36 

24.7 

23 

23 

23 

26 

26 

 

 

 

21 

21 

21 

21 

 23.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.2 

13 

8 

8 

3 

3 

 

 

 

3 

3 

3 

3 

11.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4.45) 

8 

8 

7 

8 

 

 

 

 

5 

5 

5 

5 

 495 

495 

495 

403 

404 

 

 

 

252 

252 

252 

252 

274 

12 

12 

12 

9.7 

9.8 

 

 

 

6 

6 

6 

6 

6.7 

 
資料：大島支庁林務課・経済課（   ）は再掲 



                           

所
有
者
の
割
合
は
対
象
的
に
異
っ
て
い
る
。 

 
 

東
北
部
で
は
山
林
自
体
も
尐
な
い
が
、
大
部
分
の
者
が
所
有 

 

し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
日
常
の
燃
料
調
達
も
困
難
で
他
人
の 

 

山
林
か
ら
枯
枝
や
落
葉
（
主
と
し
て
松
葉
）
を
掻
き
取
る
。
こ 

 

の
た
め
森
林
の
自
然
肥
料
を
奪
い
、
養
土
の
乾
燥
、
飛
散
流
亡 

 

で
森
林
生
成
に
及
ぼ
す
害
は
多
い
が
、
生
活
及
び
経
済
問
題
と 

 

密
接
な
関
係
を
持
つ
か
ら
一
般
に
私
有
林
、
公
有
林
共
に
枯
枝 

 

を
取
る
こ
と
は
黙
認
さ
れ
て
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

」 

 

（
注
） 

内
城
の
池
田
内
義
氏
に
よ
る
と
、
松
林
の
多
い
内
城 

方
面
か
ら
松
の
枯
葉
（
カ
ー
ジ
タ
ー
ム
ヌ
）
を
和
泊
に
持
っ
て
行 

く
と
一ひ

と

オ
ー
ダ
（
シ
ュ
ロ
縄
で
編
ん
だ
八
〇
セ
ン
チ
立
方
ぐ
ら
い 

の
網
袋
）
二
十
五
銭
か
ら
三
十
銭
で
売
れ
、
米
が
一
升
買
え
た
と 

い
う
。 

4 

字
有
地 

 

町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
字
が
宇
有
地
を
持
っ
て
い
る
が
、
面
積
、 

蓄
積
と
も
大
し
た
も
の
が
な
い
の
で
そ
の
利
用
管
理
に
つ
い
て
特 

に
規
定
は
な
い
。
和
泊
町
で
は
蘇
鉄
、
カ
ヤ
の
自
生
す
る
原
野
状 

態
の
も
の
が
多
く
、
当
時
は
そ
れ
〴
〵
一
年
間
を
区
切
っ
て
競
売 

に
付
し
、
売
上
金
は
字
の
運
営
資
金
に
充
て
て
い
た
。 

 

蘇
鉄
の
実
、
カ
ヤ
は
昭
和
三
十
年
代
ま
で
、
草
は
五
十
年
代
ま 

                          

で
競
売
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

5 

蘇
鉄
山 

 

蘇
鉄
の
伝
来
に
つ
い
て
時 

代
を
考
証
す
る
資
料
は
な
い 

が
、
現
在
の
蘇
鉄
の
自
生
状 

況
か
ら
推
察
す
る
と
相
当
古 

い
時
代
か
ら
生
え
て
い
た
で 

あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像 

で
き
る
。 

 

ま
た
畦
布
の
森
実
文
氏
宅 

に
は
樹
齢
七
百
五
十
年
と
伝
え
ら
れ
る
大
き
な
蘇
鉄
が
あ
り
、
畦 

布
に
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
沖
永
良 

部
に
お
け
る
蘇
鉄
発
祥
の
地
は
畦
布
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。 

 

蘇
鉄
は
昔
か
ら
島
民
の
重
要
な
食
料
と
し
て
、
ま
た
畑
の
防
風 

垣
、
土
地
の
境
界
樹
と
し
て
、
そ
の
植
栽
が
奨
励
さ
れ
て
い
た
よ 

う
で
あ
る
。 

 

内
城
、
池
田
内
義
氏
に
よ
る
と
、
明
治
か
ら
昭
和
二
十
年
ご
ろ 

ま
で
町
が
音
頭
を
と
り
、
町
民
は
毎
年
旧
正
月
ま
で
に
一
人
三
本 

以
上
植
え
る
よ
う
督
励
さ
れ
、
町
ぐ
る
み
で
増
植
に
努
め
た
も
の 

で
あ
る
と
い
う
。 
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植
え
方
は
、
株
分
け
し
て
き
た
蘇
鉄
の
切
り
口
を
火
で
焼
い
て 

か
ら
す
ぐ
植
え
る
方
法
と
、
切
り
出
し
て
き
た
蘇
鉄
を
植
え
穴
の 

側
に
放
置
し
て
お
い
て
芽
や
限
が
出
て
か
ら
植
え
る
方
法
（
国
頭 

地
方
）
が
あ
っ
た
。
後
者
の
方
が
活
着
が
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と 

で
あ
る
。 

 

ま
た
、
大
正
十
年
三
月
、
仁
志
の
武 

玉
吉
氏
の
発
意
で
赤
水

（
ア
ー
ミ
ジ
）
一
帯
に
、
防
風
と
増
産
の
一
石
二
鳥
を
目
ざ
し
て 

蘇
鉄
を
植
え
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

蘇
鉄
山
は
、
そ
の
生
育
を
促
進
し
収
穫
を
高
め
る
た
め
、
毎
年 

一
回
雑
木
の
伐
採
な
ど
下
払
い
を
し
て
い
た
。
六
月
の
開
花
時
に 

は
雄
花
を
取
っ
て
テ
ィ
ル
に
入
れ
て
持
ち
歩
き
雌
花
を
探
し
て
人 

工
授
粉
す
る
。
高
い
雌
花
に
人
工
授
粉
す
る
と
き
は
、
長
い
竹
棒 

の
先
端
に
「
し
ゃ
く
し
」
か
「
か
ん
づ
め
か
ん
」
を
取
り
付
け
、 

そ
れ
に
雄
花
を
入
れ
て
行
う
。 

 

一
～
二
月
に
な
る
と
実
が
赤
く
熟
れ
る
の
で
一
斉
に
取
り
入 

れ
、
家
や
高
倉
の
床
下
な
ど
に
貯
蔵
し
て
お
き
、
農
作
業
の
暇
を 

み
て
ヤ
ナ
ブ
押
し
切
り
機
で
二
つ
に
割
っ
て
二
～
三
日
の
間
日
干 

し
し
、
殼
は
拾
い
出
し
て
こ
れ
を
燃
料
に
す
る
。
実
は
乾
燥
さ
せ 

て
か
ら
製
粉
し
味
噌そ

の
原
料
に
し
た
り
、
か
ゆ
、
雑
炊
に
し
て
食 

べ
る
ほ
か
、
焼
酎

ち
ゅ
う

の
原
料
と
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
。 

      

ユ
ク
ワ
・
そ
の
他
）
と
し
て
、
ま
た
、
砂
糖
た
る
や
水
く
み
お
け 

の
ウ
ビ
ィ
（
輪
）、
薪
結
束
輪
、
竹
細
工
（
ヒ
ヤ
ー
ギ
、
セ
ー
マ
グ
、 

ハ
ラ
、
セ
ー
、
ユ
イ
、
テ
ィ
ル
等
）
用
材
と
し
て
も
重
宝
で
あ
っ 

た
。
竹
の
子
も
一
部
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

(２) 

ト
ー
デ
ー
（
唐
竹
） 

竹
の
子
採
り
と
天
秤

て
ん
び
ん

棒
用
材
と
し
て
、
屋
敷
内
や
山
の
谷
間
な 

ど
に
植
え
ら
れ
越
山
周
辺
に
多
い
。 

 

竹
の
子
は
肉
が
厚
く
、
味
が
淡
白
で
夏
場
の
野
菜
と
し
て
現
在 

で
も
重
宝
が
ら
れ
て
い
る
。 

 

内
城
、
池
田
内
義
氏
に
よ
る
と
、
昭
和
十
五
～
六
年
ご
ろ
湯
が 

い
て
和
泊
へ
持
っ
て
行
く
と
一
斤
（
六
百
グ
ラ
ム
）
百
円
か
ら
百 

五
十
円
で
売
れ
て
一
日
に
千
円
程
度
、
年
に
二
万
円
く
ら
い
の
収 

入
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
現
在
で
も
時
期
に
な
る
と
和
泊
の
店 

で
売
ら
れ
て
い
る
。 

 

成
木
は
、
肥
か
つ
ぎ
用
の
サ
シ
、（
天
秤
棒
）、
モ
ッ
コ
の
柄
、 

ハ
シ
ゴ
、
葬
祭
時
の
花
筒
等
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
。 

 

(３) 

ガ
ラ
デ
ー
（
真
竹

ま
だ
け

） 

 

古
く
か
ら
自
生
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
門
松
に
は
こ
の
竹
を
用 

い
る
。
主
な
用
途
は
竹
の
子
と
庭
ぼ
う
き
の
材
料
で
あ
っ
た
が
、 

昭
和
四
十
六
年
以
降
、
輸
送
野
菜
の
エ
ン
ド
ウ
が
栽
培
さ
れ
る
よ 

戦
時
中
お
よ
び
終
戦
直
後
は
食
糧
が
不
足
し
た
の
で
幹
も
削
っ
て 

食
べ
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
植
え
付
け
が
奨
励
さ
れ
重
宝
が
ら
れ
た
蘇
鉄
も
、
最 

近
は
生
活
水
準
の
向
上
で
食
糧
と
し
て
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
な
く 

な
っ
た
。 

 

昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
導
入
さ
れ
て
か 

ら
は
、
畦け

い

畔は
ん

の
蘇
鉄
が
機
械
化
農
業
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う
こ
と 

で
奄
美
群
島
振
興
事
業
の
中
で
「
畦あ

ぜ

は
ず
し
事
業
」
な
る
制
度
が 

設
け
ら
れ
、
蘇
鉄
は
除
去
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
一
年
以
降
は
農
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
に

よ
る
圃
場
整
備
が
町
全
域
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
植

生
は
年
々
減
尐
し
て
き
て
い
る
。 

6 

竹 

林 

 

沖
永
良
部
に
は
数
種
類
の
竹
が
あ
る
が
生
活
と
か
か
わ
り
の
深 

い
も
の
は
、
シ
マ
デ
ー
、
ガ
ラ
デ
ー
、
ト
ー
デ
ー
で
あ
る
。
以
下 

そ
の
用
途
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

 
(１) 

シ
マ
デ
ー
（
ほ
う
ら
い
ち
く
） 

 

繁
殖
力
が
旺お

う

盛
で
竹
林
を
形
成
し
、
デ
ー
ヤ
マ
（
竹
山
）
と
言 

え
ば
こ
の
竹
林
を
指
す
。 

 

か
や
ぶ
き
家
の
時
代
に
は
そ
の
用
材（
イ
ー
チ
ャ
グ
、フ
ウ
ー
、 

      

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
支
柱
材
と
し
て
の
需
要
が
増
え
て
い 

る
。 

 

(三) 

林
産
物 

1 

建
築
用
材 

 

沖
永
良
部
は
黒
糖
の
産
地
で
あ
っ
た
の
で
製
糖
用
燃
料
や
日
常 

の
自
家
用
薪
材
の
確
保
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
森
林
が
な 

い
た
め
、
用
材
、
薪
炭
と
も
に
需
給
の
均
衡
は
き
わ
め
て
困
難
で 

あ
っ
た
。 

 

沖
永
良
部
島
郷
土
史
資
料
、
单
洲
翁
の
和
泊
に
お
け
る
流
謫

る
た
く

中 

の
文
中
に
、
文
久
三
年
五
・
六
月
の
こ
ろ
、
鹿
児
島
と
の
連
絡
用 

と
し
て
土
持
政
照
が
船
の
建
造
に
着
手
し
よ
う
と
し
た
と
き
、 

 

「
元
来
沖
永
良
部
島
ニ
民
有
ト
シ
テ
樹
木
乏
シ
ク
家
屋
建
築
ノ 

 

用
材
ノ
如
キ
モ
其
供
給
ヲ
概
ネ
大
島
沖
縄
地
方
ニ
仰
グ
ノ
実
況 

 

ナ
ル
ヲ
以
テ
船
材
ノ
如
キ
ハ
官
林
ヲ
除
ケ
バ
他
ニ
得
ベ
カ
ラ
ズ 

 

是
ヲ
以
テ
政
照
ハ
在
番
役
山
田
平
蔵
ノ
許
ニ
至
り
官
林
ノ
払
下 

 

ヲ
請
フ
テ
曰
ク
…
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、 

昔
か
ら
本
町
の
木
材
資
源
の
乏
し
か
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。 

 

し
た
が
っ
て
用
材
は
古
く
は
島
の
松
、
イ
ジ
ュ
、
シ
イ
等
を
利 

用
し
て
い
た
が
足
り
ず
、
沖
縄
の
ヤ
ン
バ
ル
、
大
島
か
ら
の
移
入 
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で
賄
っ
て
い
た
。
現
今 

で
は
ほ
と
ん
ど
本
土
か 

ら
の
杉
材
に
依
存
し
て 

い
る
。 

 

ま
た
、
本
町
に
は
製 

材
所
も
な
か
っ
た
た
め 

（
昭
和
二
十
七
年
、
知 

名
町
が
大
山
に
製
材
所 

を
開
設
し
た
が
、
昭
和 

五
十
一
年
閉
鎖
）、 

山 
か
ら
切
り
出
し
た
木
は 

ト
ー
ノ
（手
斧

ち
よ
う
な

）で
削
っ 

て
柱
、
桁け

た

を
製
し
、
板 

は
タ
テ
引
き
の
こ
（
幅 

四
十
セ
ン
チ
、
長
さ
五 

十
五
セ
ン
チ
）
で
挽ひ

き 

割
っ
て
製
し
て
い
た
。 

 

大
き
な
木
を
挽
き
割 

る
に
は
四
～
五
日
も
要 

し
て
い
た
が
、
こ
れ
は 

      

の
取
り
引
き
は
終
わ
っ
た
。 

 

手
々
知
名
、
青
山 

宏
氏
（
昭
和
五
年
生
）
に
よ
る
と
、
昭
和 

四
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
農
業
が
盛
ん
に
な
り
、
山
を
ひ
ら
い 

て
畑
を
造
成
す
る
人
が
増
え
て
開
墾
予
定
地
の
木
は
無
償
で
も
ら 

え
た
。 

 

切
り
倒
し
た
木
の
搬
出
は
、
牛
や
自
動
車
を
用
い
た
が
、
木
を 

伐
採
す
る
た
め
の
に
わ
か
づ
く
り
の
道
だ
っ
た
た
め
、
雨
天
の
と 

き
は
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
作
業
が
で
き
ず
、
パ
ル
プ
船
を
数
日
間 

も
港
に
待
た
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

な
お
、
切
り
出
し
道
具
も
当
初
は
ユ
ク
ビ
チ
ノ
ー
ジ
（
横
引

よ
こ
び
き

鋸の
こ

） 

          

だ
れ
に
で
も
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
各
字
に
一
～
二
人 

ヒ
ー
ワ
ー
チ
（
木
挽

こ
び
き

）
専
門
の
人
が
い
て
町
内
の
需
要
に
応
じ
て 

い
た
。 

 

ま
た
、
道
路
や
車
の
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
は
、
切
り
倒 

し
た
木
の
搬
出
は
非
常
に
困
難
を
極
め
、
学
校
の
校
舎
に
用
い
る 

リ
ク
バ
イ
（
け
た
・
キ
ヤ
ク
ロ
）
の
場
合
は
二
十
数
人
で
、
サ
シ 

（
竹
製
の
天
秤

て
ん
び
ん

棒
）
を
入
れ
て
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
担
い
だ
り
、 

あ
る
い
は
牛
に
引
か
せ
て
搬
出
し
て
い
た
。 

 

切
り
出
し
た
木
は
腐
食
を
防
ぐ
た
め
、
溜た

め

池
や
川
に
一
年
以
上 

浸
漬

し
ん
せ
き

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
現
在
で
も
玉
城
の
イ
ー
ダ
ミ
チ
に
は 

漬
け
た
ま
ま
の
木
が
残
っ
て
い
る
。 

2 

パ
ル
プ
材 

 

昭
和
三
十
年
か
ら
四
十
五
年
ご
ろ
ま
で
、
松
を
主
体
に
鹿
児
島 

へ
移
出
さ
れ
て
い
た
。 

 

沖
永
良
部
で
パ
ル
プ
材
の
切
り
出
し
を
始
め
た
の
は
、
知
名
町 

の
鎌
田
孝
吉
氏
で
あ
る
。
そ
の
後
、
川
内
の
中
越
パ
ル
プ
が
駐
在 

員
を
派
遣
し
た
り
、
種
子
島
、
大
島
か
ら
も
業
者
が
入
り
込
ん
で 

活
況
を
呈
し
た
。
し
か
し
、
引
き
取
り
価
格
が
立
木
石
当
た
り
三 

百
～
四
百
円
と
安
か
っ
た
た
め
、
森
林
所
有
者
は
パ
ル
プ
材
と
し 

て
売
却
す
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
昭
和
四
十
五
年
ご
ろ
に
パ
ル
プ
材 

      

で
相
当
の
体
力
を
必
要
と
し
た
。
ま
た
松
の
木
は
切
り
倒
す
と
き 

ヤ
ニ
（
樹
脂
）
が
付
着
し
て
鋸
が
引
け
な
く
な
る
の
で
、
松
葉
で 

栓
を
し
た
石
油
瓶
を
持
ち
歩
き
、
と
き
ど
き
鋸
の
ヤ
ニ
を
落
と
し 

た
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
大
木
は
鋸
の
背
後
か
ら
鉄
製
の
イ
ヤ
ー
（
三
角
状
の
楔

く
さ
び

） 

を
打
ち
込
ん
で
鋸
を
引
き
や
す
く
し
た
も
の
で
あ
る
。 

3 

薪 

材 

 

電
気
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
な
か
っ
た
昔
は
、
日
常
使
う
薪
や
製
糖
用 

の
薪
集
め
に
大
変
苦
労
し
た
も
の
で
あ
る
。
木
や
竹
の
枯
れ
枝
、 

カ
ー
ジ
ダ
ー
ム
ヌ
（
松
葉
）、
蘇
鉄
葉
、
蘇
鉄
の
実
の
穀
、
砂
糖 

き
び
の
搾
り
か
す
、
大
豆
の
茎
、
麦
わ
ら
、
粟あ

わ

穀
、
す
す
き
、
ア 

ダ
ン
葉
な
ど
、
燃
え
る
も
の
は
な
ん
で
も
燃
料
と
し
て
使
っ
て
い 

た
。 

 

山
林
の
な
い
人
は
、
他
人
の
山
を
立
木
買
い
し
て
薪
を
割
り
自 

家
用
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
農
業
の
片
手
間
に
薪
割
り
を
す
る
人 

も
あ
っ
て
和
泊
の
ふ
ろ
屋
、
酒
屋
、
あ
る
い
は
一
般
家
庭
用
と
し 

て
薪
を
売
却
し
て
い
た
。 

 

薪
は
二
尺
五
寸
束
で
、
一
束
二
十
五
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ふ 

ろ
屋
、
酒
屋
用
は
粗あ

ら

割わ

り
で
一
束
の
本
数
は
四
～
五
本
、
一
般
家 

庭
用
は
細
割
り
で
十
四
～
十
五
本
詰
め
で
あ
っ
た
。 
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表4．和泊港における林産物移出入量 （昭和31年7月～32年6月） 

移    出 移    入 
種 類 数 量 仕 向 港 種 類 数 量 仕 出 港 

木 材 
 
計 

ソ テ ツ 実 
 
 
計 

ソ テ ツ 実 
 
 

5.00屯 
3.88 
8.88 
1.25 
0.20 
0.50 
1.95 
46.52 
12.00 
0.65 

名 瀬（大島本島） 
茶 花（与 論 島） 
 
名 瀬（大島本島） 
平土野（徳 之 島） 
鹿 浦（徳 之 島） 
 
鹿児島 
神 戸 
大 阪 

木 材 
 
 
 
 
 
 
計 

木 炭 

1,325.33屯 
15.87 
3.09 
0.20 
0.15 
0.28 

132.84 
1,477.76 

0.48 
20.00 

鹿児島 
名 瀬（大島本島） 
古仁屋（ 〃  ） 
亀 徳（徳 之 島） 
平土野（ 〃  ） 
茶 花（与 論 島） 
油 津（宮 崎 県） 
 
名 瀬（大島本島） 
母 間（徳 之 島） 

計 59.17   20.48  

 



 
ま
た
、
山
売
り
も
な
さ
れ
、
二
尺
五
寸
束
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に 

十
束
積
み
重
ね
た
も
の
と
、
四
尺×

八
尺
の
バ
ラ
積
み
が
あ
っ
た
。 

 

薪
割
り
道
具
は
、
六
～
七
斤
の
大
斧お

の

と
鋸
、
金
槌づ

ち

、
イ
ヤ
ー
等 

を
使
っ
て
い
た
。 

4 

木 

炭 

 

大
正
の
末
期
か
ら
戦
後
ま
で
、
越
山
で
炭
焼
き
が
行
わ
れ
、
い 

ま
で
も
窯
跡
が
あ
る
と
い
う
。 

 

瀬
名
、
市
来
武
義
氏
（
明
治
四
十
三
年
生
）
に
よ
る
と
瀬
名
に 

上
原
小
次
郎
と
い
う
人
が
き
て
炭
を
焼
い
て
い
た
。
上
原
氏
は
身 

長
一
メ
ー
ト
ル
七
十
セ
ン
チ
く
ら
い
、
目
が
す
こ
し
不
自
由
で 

あ
っ
た
が
、
雑
木
山
を
立
木
買
い
し
て
現
場
に
窯
を
造
っ
て
炭
を 

焼
い
て
い
た
。 

 

窯
は
、
山
の
斜
面
に
幅
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
三
十 

セ
ン
チ
く
ら
い
の
長
方
形
の
穴
を
掘
り
、
下
の
方
に
水
抜
き
用
の 

小
さ
な
穴
を
あ
け
た
簡
易
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

窯
の
最
下
部
に
燃
え
や
す
い
枯
れ
枝
を
敷
き
、
そ
の
上
に
短
く 

切
っ
た
直
径
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
の
原
木
を
積
み
重
ね
る
。 

枯
れ
枝
に
火
を
つ
け
て
か
ら
土
を
盛
っ
て
密
閉
し
一
週
間
く
ら
い 

し
て
取
り
出
す
。
出
来
上
が
っ
た
炭
は
ア
ン
ペ
ラ
袋
に
入
れ
て
和 

泊
や
玉
城
の
か
じ
屋
へ
持
っ
て
行
っ
て
販
売
し
て
い
た
。し
か
し
、 

      
 
 
 

     

島
臼
は
主
に
味
噌

み

そ

つ
き
、
大
和
臼
は
米
つ
き
、
モ
チ
つ
き 

 
 

等
に
用
い
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
豚
の
ト
ー
ニ
（
飼
槽
）
が
あ
っ
た
が
こ
れ
も
ほ
と 

ん
ど
島
の
松
を
使
っ
て
い
た
。 

6 

そ
の
他
の
林
産
物 

(１) 

ミ
ミ
グ
イ
（
き
く
ら
げ
） 

 

昔
か
ら
屋
敷
内
外
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
や
ア
コ
ウ
の
木
の
枯
れ
木
に 

自
生
し
た
も
の
を
食
べ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
に
そ
の
自
給 

率
の
向
上
を
図
ろ
う
と
し
て
町
が
菌
打
込
機
を
町
民
に
あ
っ
せ 

ん
、
一
部
で
は
採
取
も
行
わ
れ
た
が
、
採
算
性
が
悪
く
普
及
し
な 

か
っ
た
。 

 

現
在
は
、
单
栄
糖
業
株
式
会
社
が
昭
和
四
十
九
年
に
開
発
し
た 

砂
糖
き
び
の
バ
カ
ス
を
菌
床
に
し
た
き
く
ら
げ
栽
培
が
成
功
し
、 

沖
永
良
部
島
の
特
産
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。 

炭
窯
が
小
さ
く
旧
式
で
あ
る
こ
と
や
技
術
の
幼
稚
さ
原
木
の
質
的 

な
も
の
も
あ
っ
て
炭
質
は
悪
く
、
収
炭
率
も
低
か
っ
た
よ
う
で
あ 

る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
自
家
用
に
炭
焼
き
を
す
る
人
も
い
た
が
、
そ
の
数 

は
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら
奄
美 

郡
島
復
興
事
業
で
改
良
窯
の
設
置
補
助
な
ど
木
炭
奨
励
が
行
わ
れ 

た
が
本
町
へ
の
導
入
は
な
か
っ
た
。 

5 

木
工
製
品 

 

島
の
木
を
使
っ
た
木
工
製
品
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

下
駄

げ

た

―
材
料
に
は
軽
く
て
繊
維
の
細
い
ア
サ
グ
ル
（
ふ
か
の
木
） 

 
 

が
よ
く
用
い
ら
れ
た
。
正
月
が
近
づ
く
と
山
へ
行
っ
て
木
を 

 
 

探
し
、
正
月
げ
た
と
い
っ
て
家
族
全
貝
の
た
め
に
作
っ
て
い 

 
 

た
。 

た
ん
す
―
せ
ん
だ
ん
や
楠
の
木
が
使
わ
れ
た
。
娘
を
嫁
が
せ
る
と 

 
 

き
に
自
分
の
山
か
ら
大
き
な
セ
ン
ダ
ン
の
木
を
切
り
出
し
、 

 
 

縦た
て

引ひ

き
鋸
で
ひ
き
割
っ
て
自
給
し
た
家
庭
も
あ
っ
た
。 

ウ
シ
（
臼う

す

）
―
シ
マ
ウ
シ
（
島
臼
）、
シ
マ
ア
ジ
ム
（
島
き
ね
）、 

 
 

ヤ
マ
ト
ゥ
ウ
シ（
大
和
臼
）、ヤ
マ
ト
ゥ
ア
ジ
ム（
大
和
き
ね
） 

 
 

が
あ
り
、
松
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
椎
の
木
も
あ
り
そ
れ 

 
 

は
値
段
が
高
か
っ
た
。 

       

(２) 

シ
ミ
ジ 

（
し
め
じ
） 

 

山
林
開
発
の
進
ん
で
い
な
か
っ
た
昭
和
三
十
年
代
初
期
ま
で 

は
、
松
林
に
多
く
発
生
し
、
調
理
用
と
し
て
食
卓
を
に
ぎ
わ
し
て 

い
た
が
現
在
で
は
松
林
の
減
尐
と
栽
培
茸た

け

類
（
し
い
だ
け
・
き
く 

ら
げ
・
そ
の
他
）
の
出
回
り
で
採
取
す
る
人
も
な
く
、
食
卓
に
上 

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。 

  

(四) 

森
林
の
保
護
・
育
成 

1 

松
食
い
虫
駆
除 

 

古
く
か
ら
沖
永
良
部
島
に
も
松
食
い
虫
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が 

松
が
枯
れ
る
よ
う
な
被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

本
町
で
松
食
い
虫
の
被
害
が
ま
ん
え
ん
し
た
の
は
、
昭
和
五
十 

二
年
の
沖
永
良
部
台
風
後
で
あ
る
。
災
害
復
旧
の
た
め
に
本
土
か 

ら
移
入
し
た
木
材
と
一
緒
に
侵
入
し
た
と
の
説
も
あ
る
が
定
か
で 

は
な
い
。
昭
和
五
十
三
年
、
名
川

ナ
ー
ゴ

山
で
数
本
発
生
し
た
の
が
最
初 

で
あ
る
が
、
年
を
迫
う
ご
と
に
そ
の
被
害
が
町
全
域
に
及
び
、
美 

し
い
松
の
緑
が
急
減
し
つ
つ
あ
る
。 

 

町
で
も
そ
の
対
策
と
し
て
、
急
き
ょ
駆
除
費
を
計
上
し
た
ほ
か 

昭
和
五
十
五
年
か
ら
は
県
費
も
導
入
し
て
、
地
域
住
民
の
協
力
を 
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得
な
が
ら
駆
除
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
、
伐
倒
焼
却
と
い
う
原
始 

的
な
駆
除
方
法
で
あ
っ
た
た
め
そ
の
発
生
に
追
い
つ
け
ず
、
次
か 

ら
次
へ
と
広
が
っ
て
、
松
林
は
秋
の
紅
葉
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
惨 

た
ん
た
る
状
況
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
町
で
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
越
山
の
緑
だ
け
は 

何
が
な
ん
で
も
守
り
抜
き
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
昭
和
五
十
七 

年
に
初
の
航
空
防
除
を
試
み
た
。 

 

そ
の
結
果
は
良
好
で
、
そ
の
後
も
続
け
て
い
る
が
、
ま
だ
完
全 

に
撲
滅
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
後
は
、 

      

者
は
い
な
い
。
墓
の
跡
ら
し
き
も
の
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

 

現
在
で
は
そ
の
多
く
が
開
墾
さ
れ
、農
作
物
が
植
え
ら
れ
た
り
、 

建
物
が
建
っ
た
り
し
て
い
る
。 

2 

ヤ
ナ
山
、
ヌ
ン
ギ
ド
ゥ
ク
ル 

 

前
述
の
フ
ヂ
チ
山
に
類
似
し
た
所
で
、
幽
霊
が
出
る
と
か
、
白 

豚
が
出
る
と
か
、
人
の
う
め
き
声
や
動
物
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る 

と
か
、
道
を
迷
わ
す
所
と
か
、
あ
の
人
は
○
○
山
に
入
っ
て
ど
う 

こ
う
な
っ
た
等
々
の
個
所
が
町
内
に
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
宇
曽
山(

喜
美
留)

、
一
本
松
（
玉
城
）、
ジ
ュ
タ
ロ
ー 

辻
ア
ジ
ー

（
瀬
名
）、
タ
ー
シ
キ
マ
タ
（
後
蘭
）、
マ
ド
ゥ
ル
ヌ
チ
ヂ
（
根 

折
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
迷
信
だ
っ
た
ろ
う
か
。 

二 

狩 

猟 

 

昔
は
食
料
を
得
る
た
め
に
狩
猟
が
行
わ
れ
、
狩
猟
が
人
間
生
活 

の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
農
耕
生
活
が 

進
む
に
つ
れ
て
、
遊
び
の
要
素
が
加
わ
っ
て
き
た
。 

 

我
が
国
の
狩
猟
制
度
は
、
明
治
六
年
に
制
定
さ
れ
た
「
鳥
獣
規 

則
」
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。
社
会
情
勢
の
変
化
で
、
工
場
、
住 

宅
地
帯
の
増
加
、
開
墾
、
山
林
伐
採
、
農
薬
の
普
及
な
ど
の
た
め 

緑
化
と
水
資
源
涵
養

か
ん
よ
う

の
た
め
病
害
に
強
い
樹
種
の
選
定
と
そ
の

植
栽
が
待
た
れ
て
い
る
。 

2 

森
林
組
合 

 

昭
和
八
年
に
森
林
組
合
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
証
明
す
る
資 

料
が
な
い
。
昭
和
三
十
二
年
に
な
っ
て
町
内
の
山
林
所
有
者
か
ら 

な
る
和
泊
町
森
林
組
合
が
組
織
さ
れ
た
。 

 

組
合
で
は
、
奄
美
群
島
復
興
事
業
に
よ
る
長
浜
、
国
頭
、
西
原 

半
崎
等
の
モ
ク
マ
オ
を
植
栽
し
た
。（
苗
は
竜
郷
町
の
林
業
試
験 

場
か
ら
導
入
）。
し
か
し
、
昭
和
五
十
二
年
林
地
の
開
発
が
進
ん 

だ
こ
と
な
ど
に
よ
り
組
合
は
解
散
し
た
。 

 

(五) 

禁 

忌 

1 

フ
ヂ
チ
山 

 

フ
ヂ
チ
山
と
い
う
小
さ
な
森
が
町
内
随
所
に
あ
る
。
伝
え
聞
く 

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
森
は
癩

病

ら
い
び
よ
う

に
か
か
っ
た
人
を
葬
っ
た 

所
で
、
そ
こ
に
入
る
と
フ
ヂ
チ
（
癩
病
）
に
な
る
と
い
っ
て
み
ん 

な
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。 

 

人
が
立
ち
入
ら
な
い
せ
い
か
、
牛
の
餌え

さ

に
な
る
ア
コ
ウ
の
木
な 

ど
が
よ
く
繁
茂
し
て
い
た
の
で
、草
刈
り
に
入
っ
た
若
者
も
お
り
、 

ま
た
鳥
の
巣
を
取
り
に
入
っ
た
子
供
も
い
た
が
癩
病
に
か
か
っ
た 

                      

に
鳥
獣
の
生
息
環
境
が
悪
化
し
、
ま
た
、
銃
器
の
性
能
お
よ
び
狩 

猟
技
術
の
向
上
で
鳥
獣
が
減
尐
の
一
途
を
た
ど
っ
た
た
め
、
昭
和 

三
十
八
年
に
狩
猟
法
の
一
部
を
改
正
し
、
法
律
名
も
「
鳥
獣
保
護 

及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
」
に
改
め
、
新
し
く
都
道
府
県
ご
と
に
鳥  
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表 5. 松食い虫防除事業実施 

年度 53 54 55 56 557 58 

被害量 

（㎥） 78 309 1,727 1,700 1,507 1,819 

事業費 

（千円） 639 2,658 14,516 17,823 18,753 22,077 

 



獣
保
護
事
業
計
画
や
狩
猟
免
許
制
度
に
大
幅
な
改
革
が
行
わ
れ
て 

き
た
。 

 

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
年
に
は
狩
猟
鳥
獣
の
除
外
、
狩
猟
法
の
制 

限
狩
猟
期
間
の
限
定
等
の
措
置
が
と
ら
れ
、
ま
た
昭
和
五
十
三
年 

に
は
こ
の
法
律
が
、
鳥
獣
保
護
の
充
実
、
狩
猟
者
資
質
の
向
上
お 

よ
び
秩
序
あ
る
狩
猟
の
確
保
を
主
眼
と
し
て
改
正
さ
れ
、
狩
猟
免 

許
制
度
の
導
入
、
登
録
制
度
の
導
入
な
ど
整
備
さ
れ
て
現
在
に 

至
っ
て
い
る
。
沖
永
良
部
に
は

猪
い
の
し
し

な
ど
は
い
な
い
が
、
雈き

じ

鳩ば
と

、 

鴨か
も

な
ど
の
鳥
類
を
対
象
と
し
た
狩
猟
は
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

(一) 

狩
猟
の
い
ろ
い
ろ 

1 

ハ
チ
チ
ヤ
マ 

 

竹
の
反
発
力
を
利
用
し
た
猟
法
で
、直
径
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、 

長
さ
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の
青
竹
を
曲
げ
、
罠わ

な

の
付 

近
に
餌
を
ま
き
、
鳥
が
罠
の
中
の
棒
を
踏
ん
だ
瞬
間
、
足
が
縛
ら 

れ
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ラ
バ
ー
ト
ゥ
（
雈
鳩
）、
ヤ
マ 

シ
ヂ
（
山や

ま

鷸し
ぎ

）、
フ
ミ
ル
（
鷭ば

ん

）
が
対
象
で
あ
る
。 

な
お
、
鷭
の
巣
を
発
見
し
、
卵
を
と
る
と
き
は
、
全
部
と
っ
て
し

ま
わ
ず
に
、
一
個
だ
け
残
し
て
お
く
と
、
鷭
は
次
々
と
卵
を
産
む

の
で
四
～
五
日
ご
と
に
行
っ
て
卵
を
と
っ
て
食
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

       

(二) 

猟
銃
と
有
害
鳥
獣
の
駆
除 

 

和
泊
、
肥
後
久
高
氏
と
、
手
々
知
名
、
村
山
晃
氏
は
次
の
よ
う 

に
語
っ
た
。 

「
沖
永
良
部
島
で
銃
に
よ
る
猟
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は 

大
正
十
一
年
か
ら
で
、
和
泊
の
肥
後
徳
仁
、
手
々
知
名
の
源
志
乃 

氏
な
ど
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。
当
時
、
猟
銃
を
持
つ
こ
と
は
金 

持
ち
の
道
楽
と
言
わ
れ
、
所
持
す
る
者
も
尐
な
か
っ
た
。
水
田
や 

た
め
池
の
多
い
時
代
だ
っ
た
の
で
飛
来
す
る
鴨か

も

も
多
く
、
ど
こ
そ 

こ
に
鴨
が
降
り
て
い
る
か
ら
、
と
み
ん
な
が
知
ら
せ
て
く
れ
た
も 

の
だ
っ
た
。 

 

ま
た
、与
和
の
海
に
は
何
百
羽
と
飛
来
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、 

こ
の
鴨
は
、
夕
暮
れ
に
な
る
と
必
ず
内
陸
部
へ
移
動
す
る
の
で
、 

昼
間
そ
の
群
れ
を
確
認
し
て
か
ら
、
夕
方
五
時
過
ぎ
に
鴨
の
降
り 

そ
う
な
場
所
を
探
し
て
待
機
し
て
い
た
。
た
め
池
や
水
田
に
羽
が 

逆
さ
に
浮
い
て
い
る
所
は
、
昨
日
降
り
た
所
で
あ
り
、
そ
の
晩
も 

降
り
る
確
率
が
高
か
っ
た
。 

 

猟
を
す
る
人
は
、
鴨
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
、
か
や
で
小
さ 

な
小
屋
を
造
り
、
そ
の
中
に
潜
ん
で
い
た
。
ま
た
、
鴨
は
き
ゅ
う 

覚
が
鋭
く
、
風
上
か
ら
行
く
と
人
間
の
に
お
い
を
か
ぎ
つ
け
て
飛 

2 

タ
ー
ヤ
マ 

鷹た
か

が
遠
く
の
木
の
枝
に
止
ま
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
ら
、
モ 

チ
の
木
の
モ
チ
を
塗
っ
た
糸
を
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
高
さ
に
三 

角
状
に
二
面
に
張
り
、
中
央
に
抜
歯
し
た
生
き
た
鼠

ね
ず
み

の
足
を
紐ひ

も 

で
縛
っ
て
お
く
。
鼠

ね
ず
み

を
食
べ
よ
う
と
思
っ
て
羽
を
広
げ
て
降
り 

る
鷹
に
糸
の
モ
チ
が
絡
ま
り
、
飛
べ
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
捕
ま 

え
る
。 

3 

雀
す
ず
め

捕
り 

 

か
や
ぶ
き
の
屋
根
、
特
に
米
を
貯
蔵
し
て
あ
る
高
倉
に
は
雀
が 

群
が
り
、
巣
を
作
っ
て
い
た
。
夕
刻
雀
が
巣
に
入
っ
た
と
こ
ろ
へ 

は
し
ご
で
登
り
、
手
で
捕
ん
だ
り
、
軒
先
の
場
合
は
メ
リ
ケ
ン
袋 

を
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
竹
の
先
に
取
り
付
け
て
手
で
つ
つ
き
、 

袋
の
中
へ
飛
び
込
ん
だ
と
こ
ろ
を
捕
ま
え
る
。 

 

昼
間
は
、
大
き
な
ざ
る
（
ヒ
ヤ
ー
ギ
）
の
片
方
を
竹
棒
で
支
え
、 

ざ
る
の
下
に
餌
を
ま
き
、そ
れ
を
食
べ
に
雀
が
集
ま
っ
た
と
き
に
、 

あ
ら
か
じ
め
竹
棒
に
結
ん
で
お
い
た
ひ
も
を
一
気
に
引
い
て
ザ
ル 

を
落
と
し
中
の
雀
を
捕
ま
え
る
。 

4 
鵯

ひ
よ
ど
り

釣
り 

 

糸
の
つ
い
た
釣
り
針
に
、
芋
の
餌
を
つ
け
て
地
上
に
投
げ
て
お 

い
て
捕
ま
え
る
方
法
で
あ
る
。 

      

び
去
っ
た
り
、
降
り
か
け
た
鴨
も
そ
の
ま
ま
飛
ん
で
行
く
も
の
で 

あ
っ
た
と
い
う
。 

 

待
ち
撃
ち
と
い
っ
て
、
暗
く
な
る
と
銃
身
が
見
え
な
い
の
で
、 

銃
先
に
ゴ
ム
ひ
も
、脱
脂
綿
な
ど
を
結
ん
で
目
印
を
つ
け
て
い
た
。 

一
日
に
鴨
五
～
六
羽
、
雈
鳩
十
羽
以
上
も
捕
れ
る
こ
と
が
あ
り
、 

胴
体
に
ひ
も
で
ぶ
ら
下
げ
て
持
ち
歩
く
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
猟
銃
の
所
持
者
も
十
数
名
に 

増
え
、
猟
友
会
を
結
成
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
沖 

永
良
部
島
に
銃
砲
店
が
な
く
鹿
児
島
か
ら
購
入
し
て
い
た
。 

 

火
薬
な
ど
は
鹿
児
島
通
い
の
定
期
船
の
船
員
に
狩
猟
免
許
証
を 

持
た
せ
て
購
入
さ
せ
、
下
り
の
と
き
に
沖
泊
ま
り
の
本
船
ま
で 

行
っ
て
受
け
取
る
と
い
う
方
法
を
講
じ
て
い
た
。
台
風
な
ど
で
船 

が
欠
航
し
銃
弾
が
な
い
と
き
は
、
溶
接
用
の
ハ
ン
ダ
棒
を
溶
か
し 

て
五
ミ
リ
く
ら
い
に
刻
ん
で
角
を
ヤ
ス
リ
で
削
り
、
あ
る
い
は
空 

き
缶
で
擦
り
丸
め
て
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
た
と
い
う
。 

 

○ 

有
害
鳥
獣
（
烏

か
ら
す

な
ど
）
駆
除 

 

昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
烏

か
ら
す

に
よ
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
被
害 

が
出
始
め
た
た
め
、
町
は
烏
駆
除
の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
、
猟 

友
会
に
依
頼
し
て
一
羽
五
十
円
で
買
い
上
げ
る
措
置
を
講
じ
た 

が
、
焼
け
石
に
水
で
烏
は
増
え
る
一
方
、
そ
の
被
害
は
他
の
農
作 
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物
（
す
い
か
、
き
ゃ
べ
つ
、
ゆ
り
）
に
も
及
ん
だ
。 

 
そ
の
ほ
か
、
養
豚
場
や
養
鶏
場
に
も
現
れ
、
ひ
ど
い
の
は
生
ま 

れ
た
ば
か
り
の
子
豚
ま
で
も
持
ち
去
る
と
い
う
被
害
が
出
る
ま
で 

に
至
っ
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
畑
に
持
参
し
た
弁
当
や
耕
耘う

ん

機
や 

ト
ラ
ク
タ
ー
の
油
さ
し
、
時
に
は
オ
ー
ト
バ
イ
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の 

袋
に
入
れ
て
あ
る
車
の
運
転
免
許
証
ま
で
持
ち
去
る
と
い
う
被
害 

が
出
て
き
た
。 

 

烏
対
策
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
そ
の
駆
除
に
頭
を
痛
め
て
い 

る
よ
う
で
あ
る
。
町
議
会
で
も
度
々
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ 

と
い
っ
た
決
め
手
が
な
く
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
一
羽
五
百
円
、 

五
十
八
年
に
は
一
羽
千
円
で
買
い
上
げ
る
と
い
う
苦
肉
の
策
を 

と
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
烏
と
い
え
ど
も
い
つ
で
も
撃
っ
て
よ
い
と
い
う
も
の 

で
は
な
く
、
猟
銃
を
使
用
す
る
場
合
は
有
害
烏
獣
駆
除
の
申
請
を 

し
て
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

(三) 

雉き
じ

の
放
鳥 

 

鳥
獣
の
積
極
的
な
保
護
増
殖
を
図
る
た
め
、
町
で
は
昭
和
四
十 

七
年
か
ら
五
十
八
年
ま
で
越
山
を
中
心
に
雈
を
放
鳥
し
、
ま
た
五 

十
五
年
に
越
山
一
帯
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
た
。 
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